
2024.2 伐採のあと 

恋今＊組 5 月案内 

2024.５.１ 髙橋美千代 

 

カワラサイコ救出作戦パートⅣ 
 

2023 年 11 月 8 日のカワラサイコ救出作戦では、クズ刈り作業にご参加いただきありがとうござ

いました。実は、今年の 2 月末に土木事務所があのあたりの木を伐採したそうです。 

吉田さんが確認をしてくれました。私も 2 週間後に下見をしてきましたが、びっくりするほどツ

ンツルテン！あの一本松が残っていなかったらここはどこ？という風景です。カワラサイコは元気

に葉を伸ばしていてくれたのは幸いでした。でもクズの根は頑強で今か今かと待ち構えています。

今回も救出作戦開始で、ご協力よろしくお願いします。 

記 

 

1. 日 時 2024 年 5 月 10 日（金） 

2. 集合時間 9 時 45 分 

3. 集合場所 クズ刈りの現地に集合 

4. 作業時間 10 時～12 時 

5. 持 ち 物 飲み物・軍手・剪定ばさみ or カマ 

6. 申し込み締め切りは 5/9 まで 

 

＊2 頁目の吉田さんからの「作業案」を一読下さい。 

＊集合場所が分からない方は、髙橋美千代までご連絡ください。 

＊作業は休憩を入れながら行いますが、無理のないようにお願いします。 

＊当日中止の場合、前日の 17 時過ぎに延期の日を再度メールします。 

＊高橋美千代 oomisoka-31-yuuma-naho@nike.eonet.ne.jp 

 携帯電話  090 9980 3876 

 

 

 

 

 

mailto:oomisoka-31-yuuma-naho@nike.eonet.ne.jp
ひらやまもとや
テキストボックス
集合場所案内集合：武庫川左岸　髭の渡し跡行き方：阪急武庫之荘駅の北側②バスのり ば4 0 系統,41 系統バス　髭茶屋バス停下車　徒歩10 分参考8 :57 発 9:11 着（ 40 系統） 9 :17 発 9：29着（ 41 系統）



 

 

 

カワラサイコ保全 ２０２４年 作業案 

                                   2024.4.30  吉田小恵子 

草木の伐採・河川敷と堤防の上 

 2 月のある日、突然の草木の伐採が始まりました。ある程度の木を残して、大方の木と草（もちろんクズも）

がバッサリと刈り取られました。堤防の上でも作業が始まっていました。結果、カワラサイコの咲く河川敷もか

なりの部分のクズが刈り取られました。西宮土木事務所に電話をしてみると、台風で崩れ落ちた土手の修理はま

だで、10 年以上放置していたので刈ることにした、ということでした。河川敷と堤防の上に絶滅危惧種のカワラ

サイコがあることを伝えると、「気を付けるようにします」と答えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在のようす・河川敷 

 一部のカワラサイコが姿を消しましたが、多くがしっかりと大きな葉を広げています。現在目立つのは、何と

いってもメドハギ。カワラサイコのすぐそばで芽を伸ばしているのもあります。カワラヨモギはこんもりと丸く

葉を伸ばして悪さをするようには見えません。適度に残したい。クズは残っていた古い茎から芽を出すなど、広

がりつつあります。ノイバラは這うように伸びていくので、ある程度残してもいいが、アキニレは上に伸びるの

で切る必要があります。また、2 月の土木事務所の伐採で残された部分があり、クズも広がっています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

   戻っては来ているが・・    奥にクズがひろがりつつある       メドハギ    

 

 

 

 

  

 

 

 アキニレ、茎は太い、切る      ノイバラ、適宜残しても？    クズ、地中に太い茎があちこちに 



 

 

 

 

現在のようす・堤防の上 

 伐採されたセンダンの残った太い幹以外、背の高いものはほぼない状態。ヌルデが芽を出し伸びつつあります。。

クズを始め、ツルが伸びだしています。細い木本がブッシュ状になると、クズやつる植物が覆っていくので、ブ

ッシュを作れないようにしたい。 

＜参考＞昨年の様子        今年 2 月             4 月 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ヌルデの芽生え        堤防の上のカワラサイコ       通路のそばが多い      

 

当日の作業 

全体に 2 月の伐採によって、草は少な目です。もともと様々な草と共存しながら、この河川敷で繁殖してき

たので、特に生育を妨げる植物の除去を中心と考えています。 

 

河川敷 

・メドハギは成長も早く、大きくなるので、鎌・剪定鋏などでできるだけ除去 

・カワラヨモギはカワラサイコのすぐそばで、邪魔になると思われるものだけ除去 

・アキニレは、できれば地面付近の茎の撤去をめざしたい（太い、ノコギリが必要） 

・ノイバラ、コマツナギなどの背の低い木本はあっても良い。伸びすぎている枝は切る 

・クズはしぶとく太い茎が地表近くに残り、そこから根を張り、太い、頑丈、簡単には除去できない。できる

範囲で除去したい。 

・イネ科植物はカワラサイコの周囲をできる範囲で除去 

 

堤防の上 

・ヌルデは除去する 

・気になるところを切る程度でよいと思う 




